様式①
	薬局の平面図
	毒物劇物販売業店舗の平面図

	薬　局
	名　称
	　　　　　　　　　　　　　　　TEL　　　　(       )
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	床面の種類
	薬局の面積

	
	㎡


（注）

①調剤室は、医薬品を購入等しようとする者が進入できないような措置が取られていること。

②相談カウンター等、情報提供を行うための設備（以下「情報提供設備」という。）を備えること。（調剤室に近接する場所にあること。）（情報提供設備とは、薬剤師又は登録販売者が購入者等に対し、医薬品について適正な使用のために必要な情報を提供するための設備をいう。）また、情報提供設備は、容易に移動できない設備とすること。

③一般用医薬品は、薬剤師及び登録販売者が購入者等に必要な情報を提供できるように陳列すること。
④第１類医薬品を陳列する場合は、情報提供設備の後ろの棚等、購入者の手が届かない場所に陳列するか、鍵のかかる場所に保管し、その場所を図面に明記すること。
⑤指定第２類医薬品を陳列する場合は、第１類医薬品と同様に情報提供設備の後ろ等に陳列するか、鍵のかかる場所、あるいは情報提供設備から見える棚等（７ｍの範囲内）に陳列し、その場所を図面に記入すること。
⑥一般用医薬品及び第１類医薬品を販売しない時間帯がある場合は、シャッター、パーティション、チェーン等の構造設備により物理的に遮断され、進入することが困難な設備を設置し、図面に記入すること。
⑦調剤室内には調剤台、試験検査台（薬局製造販売医薬品製造業のみ）、冷暗所および毒薬保管庫（容易に移動できないよう固定された鍵のかかる専用の設備）の位置を記入すること。
⑧麻薬小売業を併せて行う場合は、調剤室内に麻薬専用の保管庫（重量金庫）の位置を記入すること。
⑧毒物劇物販売業を併せて行う場合は、店舗の情報提供設備の内側等に毒物劇物保管庫（固定、堅固、施錠）を設置し、その位置を記入すること。
⑨高度管理医療機器もしくは管理医療機器の販売等を併せて行う場合は、店舗内に医療機器保管場所を明記すること。
⑩表題は必ずどちらかを消すこと。
